白銅地金桐・鳳凰透かし厚肉彫り

製作者　　　　　；山森　利直（やまもりとしなお）

　　　　　　　　；号　　名　　蒼山（そうざん）

　生年及び死亡年；　大正５年１月１８日～昭和61年２月２１日

作品製作時期　；昭和３８年（1963）～４０年（1965）　　

作品の概要

法量　　２４×２７（単位センチメートル）

　白銅製、透かし厚肉彫り貴金属彩色鍍金を施した彫金額、縁と図柄をケボリ鏨で彫り糸鋸で切り抜きしたあと高肉を施し、鳳凰を片切・ケボリ鏨で隙間無く彫りあげ、背中部分は筋鏨で羽文様を表す。桐の木は甲鋤で彫り出し肉付け梨地鏨で文様を表し、葉脈は甲高梨地鏨で文様を表している。

本作品は駒井家の彫り鏨の技を受継ぎ、完璧なほど精密に使いこなした作品であり、現代の金工技術の優秀さを示してる。

製作者について

· 大正　５年　　　富山県富山市呉羽町に生れる

· 昭和　４年　　　大阪駒井家名匠海堂先生に入門

· 昭和１０年　　　上京、山田勝康先生に師事し現代貴金属彫金を研究す

· 昭和１２年　　　応　召

· 昭和２０年　　　帰　還　　　

· 昭和２１年　　　富山県にて呉羽工芸社を創立、輸出工芸品の製作を行う

· 昭和２６年　　　上京、山森彫金工芸社を創立

· 昭和３１年　　　２月１１日同志と共に貴金属文化技術研究会を結成、　

　　　　　　　　　　初代会長となる

· 昭和３４年　　　同会発展的解散、続いて、通産省認可、日本貴金属文化　　　

　　　　　　　　　　工芸品協同組合理事長となる

· 昭和４３年　　　日本古来の伝統工芸の維持と育成のため日本彫友会を

　　　　　　　　　　結成名誉会長となる

· 昭和４６年　　　東京都主催伝統工芸実技展日本橋三越にて実演す

· 昭和４８年　　　東京都知事表彰を拝受す

· 昭和６１年　　　２月２１日没

